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イエス様と洗礼ヨハネ

小笠原裕 作Carl Heinrich Bloch
山上の垂訓(1877)
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イエス様はガリラヤ湖のほとり、ナザレで生まれました。

神さまは言いました。

「これは私の愛する子、私のひとり子である。

Poussin
キリストの降臨 (1650)
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イエス様は小さいころから聖書を暗記し、神さまを愛する子供でした。

神さまはイエス様に、新しいみ言葉を与えて言いました。

「悪に染まったみじめな人類を救いなさい」

Dueler
博士たちの間のキリスト (1506)
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３０才になってから、

イエス様は洗礼ヨハネに出会いました。

洗礼ヨハネは祭司長の息子で、

イスラエルの民のだれからも

尊敬されている地位のある

立派な人でした。

洗礼ヨハネは、イエス様を

「この人は神の子イエスである」

と証ししました。

Francesca
キリストの洗礼 (1450)
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しかし洗礼ヨハネがその後イエス様に
従って行くことはありませんでした。

人々の自分に対する尊敬が
イエス様に集まることを怖れたのです。

地位のある洗礼ヨハネがイエス様の
新しいみ言葉をひろめていれば、

イスラエルの民はそれを
受け入れていたことでしょう。

しかし神さまのその計画は、
洗礼ヨハネの失敗によって、
実現できませんでした。

Jans
荒野の洗礼者聖ヨハネ (1480)
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イエス様は一人で

全人類を救う決意をしました。

そして荒野に行き、

４０日間の断食をしました。

Kramskoy
荒野のイエス (1872)
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その後サタンがお腹のすいたイエス様をパンや財産で誘惑しました。

イエス様はそれらの誘惑に打ち勝って、言いました。

「サタンよ引き下がれ。」

Duccio
山上の誘惑 (1311)
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イエス様は自ら弟子を集めました。

弟子は、ペテロを筆頭に

１２人になりました。

弟子は漁師や大工など、

地位も名誉もない,

ふつうの人たちでした。

Kulmbach
奇跡の漁 (1516)
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イエス様が多くの奇跡とみ言葉で人々に語りかけるので、
人々がイエス様のまわりに集まってきました。

「あの先生は、今まで聞いたこともない神さまの話をされる。
死人も生き返るそうだぞ。」

Bellini
キリストの変容
(1495)
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あまりにも多くの人々が集まったので、

イエス様は丘の上から語りました。

「時がきました。神さまのみ言葉を受け入れなさい。」

Carl Heinrich Bloch
山上の垂訓(1877)
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弟子たちが言いました。
「多くの人たちに分け与える

パンがありません。」

イエスは言いました。
「手元にあるパンと魚をさいて、

人々に与えなさい。」

パンと魚は、集まった5000人が
全員食べて、

それでもあまるほどでした。

人々はイエス様のみ言葉を聞き、
お腹も満たされて、

とても幸せに思いました。

William Hole
山上の垂訓


